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3月 定例会での一般質問は、会派代表質問 4人、|
個人質問20人 の議員が行いました。その主な問 |
答の要旨について、各議員の要約原稿を掲載 し 1

ました。(文 責は各議員にあります。)     |
質問の順序は、代表質問・個人質問とも定例会 :

ごとに交替制をとってお り、掲載は質問順 とし |

|て います。
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革
か
め
お
か

明
田

亀岡市議会の本会議を議場でご覧いた

だくこと(傍聴)ができます。傍聴いただく

には、本会議当日に、市役所庁舎 8階で受
け付けをしていただきます。傍聴席には、

手話通訳者、要約筆記者を配置することが

でき、また、車いすでの入場や盲導大、聴導

犬などの同伴で傍聴

いただけます。

このほか、インター

ネットでも、本会議の

模様 を視聴すること

ができます

昭

議

員

固
一
高
齢
に
な
る
と
外
部
と
の

接
触
が
希
薄
に
な
り
、
外
出
も
少

な
く
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
の

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
少
し
で
も
独

居
の
状
態
を
回
避
す
る
た
め
気

楽
に
集
え
、
世
間
話
か
ら
体
調
の

こ
と
、
経
済
的
な
こ
と
、
趣
味
の

世
界
の
こ
と
、
情
報
の
交
換
か
ら

支
援
体
制
等
々
、
楽
し
い
場
所
と

し
て
、
し
か
も
地
域
的
に
あ
ま
り

広
範
囲
で
な
く
顔
見
知
り
の
方
々

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
高
齢
者
サ
ロ

ン
の
新
設
に
対
す
る
所
見
と
亀
岡

市
で
の
独
居
高
齢
者
の
現
状
は
。

四
一
本
市
に
お
け
る
６５
歳
以
上
の

高
齢
化
率
が
２０
％
を
超
え

一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
世
帯
が
増

加
す
る
な
か
で
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
支
え
合
い
、
見
守
り
、

支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務

で
あ
る
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
見
守
り
（命

の
カ
プ
セ
ル
配
布
）
事
業
で
、
一
人

暮
ら
し
は
１
，８
０
０
世
帯
、
一
人

暮
ら
し
以
外
の
高
齢
者
は
２
，８

０
０
世
帯
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

現
在
、
安
心
長
寿
福
祉
助
成
金
事

業
等
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
２３

年
度
か
ら
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
実
践
事
業
と
し
て
、
自
治
会
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
実
施
す

る
「地
域
見
守
り
活
動
」
の
支
援
を

行
う
。

閻
一
亀
岡
祭
山
鉾
は
、
亀
岡
を
代

表
す
る
伝
統
芸
能
と
し
て
大
き

く
貢
献
し
、
観
光
資
源
と
し
て
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
山
鉾
で

あ
る
。
山
鉾
巡
行
に
障
害
と
な
る

電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て
の
所

見
は
。

圏
一
山
鉾
の
城
下
町
巡
行
の
際
、

特
に
交
差
点
部
分
を
中
心
と
し
て

道
路
を
横
断
す
る
架
線
が
真
木
を

立
て
て
の
巡
行
に
支
障
を
来
し
て

い
る
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
か
ら
関
西
電
力
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
の
占
用
者
と
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
中
化
に
つ

い
て
は
莫
大
な
経
費
と
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
現
状
で
は
か
な
り

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
議
員

や
地
元
の
皆
様
の
思
い
を
十
分
に

受
け
止
め
、
引
き
続
き
協
議
、
検
討

を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
。
デ
」
理
解

と
ご
協
力
を
願
う
。

山鉾の巡行に電線の課題

亀岡市議会 議会中継

歴史と伝統を生かし、先人の知恵が香る文化のまちをつくります(亀岡市民憲章)
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(写真は、かめおかっこ広場 )

番  号 件 名 議決の日 結果

1 平成 23年度亀岡市―般会計予算 3月 29日 可 決
つ
こ 平成 23年度亀岡市国民健康保険事業特男」会計予算 // //

3 平成 23年度亀岡市簡易水道事業特別会計予算 //

4 平成 23年度亀岡市休日診療事業特別会計予算 //

5 平成23年度亀岡市地域下水道事業特別会計予算 //

6 平成 23年度亀岡市介護保険事業特別会計予算 //

7 平成 23年度亀岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 // //

8 平成 23年度亀岡市曽我部山林事業特別会計予算 // //

9 平成 23年度亀岡市上水道事業会計予算 //

10 平成 23年度亀岡市下水道事業会計予算
11 平成 23年度亀岡市病院事業会計予算 //

12～ 41 平成 23年度亀岡市亀岡財産区特別会計予算 他28財産区予算 //

42 亀岡市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定ついて // //

43 職員の退職手当に関する条lalの一部を改正する条例の制定について

44 亀岡市公民館設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制定について //

45 亀岡市こども医療費助成条例の一部を改正する条lylの制定について //

46 辺地総合整備計画の策定について // //

47 市道路線の認定及び廃止について // //

48 平成 22年度亀岡市一般会計補正予算 (第 3号 ) 3月 14日 //

49 平成 22年度亀岡市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 2号 ) // //

50 平成 22年度亀岡市簡易水道事業特別会計補正予算 (第 2号) //

51 平成 22年度亀岡市地域下水道事業特別会計補正予算 (第 3号 ) //

52 平成22年度亀岡市介護保険事業特別会計補正予算(第 3号 ) //

53 平成 22年度亀岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 (第 2号 ) // //

54 平成 22年度亀岡市上水道事業会計補正予算 (第 3号 ) // //

55 平成 22年度亀岡市下水道事業会計補正予算 (第 3号 ) // //

56 平成 22年度亀岡市病院事業会計補正予算 (第 2号 ) // //

57～ 67 平成 22年度亀岡市亀岡財産区特男」会計補正予算 (第 2号)他 10財産区補正予算 // //

68 亀岡市国民健康保険条例等の一部を改正する条例の制定について 3月 29日 //

69 監査委員の選任について // 同意

70 教育委員会委員の任命について // //

71 亀岡市東周」院財産区管理会他 27財産区管理会委員の選任について // //

修正案 第 1号議案 平成 23年度亀岡市一般会計予算 // 否決

// 第45号議案 亀岡市こども医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について //

議 1(※ ) 亀岡市議会会議規則の一部を改正する規貝」の制定について 3月 14日 可決

議 2(※ ) 亀岡市自家用自動車有償行為条例の一部を改正する条lalの制定について 3月 29日 否決

⑮ 顆蓋鼎 菫亀警E 柔 |゛ 今朝 轡一て

いのちを尊重し、共に輝き、心の通いあう家族とまちをつくります(亀岡市民憲章 )
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会  派  名 1ヽ:t    り5日t   .(`さざ 共産党議員団
会派に
属さな
い議員

議
案
番
号

福

井

英

昭

匡

継

進

吾

中

村

正

孝

齊

藤

義

/」ヽ

島

義

秀

中

澤

基

行

西

本寸

克

己

西

□

純

生

明
　
田
　
　
　
昭

竹

田

幸

生

菱

田

光

′己

湊
　
　
　
泰
　
孝

士

田

千

尋

堤
　
　
　
松
　
男

木

邑

不」

廣

苗

村

活

代

並

河

愛

子

田
　
中
　
　
　
由豆

馬
　
場
　
　
　
隆

ユ

花

武

子

山
　
本
　
由
美
子

藤
　
本
　
　
　
弘

日

向

省

子

酒

井
　
安
紀
子

井

上

耕

作

平成23年度亀岡市一般
会計予算

可

決 〇 Э ○ Э ○ ○ Э ○ ○ Э ○ C ○ × × × × × Э ○ ○ ○ ○

2
平成23年度亀岡市国民
健康保険事業特別会計
予算

可

決
〇 Э ○ ○ ○ ○ 〇 Э ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○

7
平成23年度亀岡市後期
高齢者医療事業特別会
計予算

可

決
○ ○ ○ Э C Э ○ ○ ○ Э ○ ○ ○ 〇 ○ × × × × × ○ 〇 ○ ○ Э

修
正
案

第1号議案
平成23年度亀岡市一般
会計予算

否

決 × × × × × × × × × × × × × × × ○ C C ○ C × × × × ×

第45号議案
亀岡市こども医療費助威条
例の一部を改正する条例

否

決
× × × × × × × × × × × × × × × ○ C ○ ○ C × × × × ×

華南
願

TPPに加盟しないよ
う政府に意見書の提出
を求める請願

不
採
択
× × × × 〇 × × × × × × × × × C ○ C C ○ × × × ○ ⌒

大幅増員と夜勤改善で
安全・安心の医療・介護
を求める請願

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × C ○ ○ C ○ × × × ○ C

議

２

亀岡市自家用自動車有
償行為条例の一部を改
正する条例

否

決 × × × × × × × × × C C C 〇 ○ C × × × × × C Э ○ C Э

各 議 動
囀
の議案 に対 す る賛否 の状況

資否の分かれた案件のみ記載してし 。そのほかについては全員賛成で可決されました。(3ベージに全議決結果を掲載)

※○賛成 ×反対 ※石野善司議員は、議長職のため表決権はありません。

広報広聴特別委員会

佐藤俊夫さん

吉川町

明 西 菱 福 井 山

田 村 田 井 上 本

副
委
員
長

苗
　
村

木重
曽長

利
　
廣

本
会
議
を
傍
聴
し
て

３
月
定
例
議
会

の
代
表
質

問

に

つ
い
て
傍
聴
さ
せ

て

い

た
だ

き
ま

し

た
。
議

員
各

位

に
は
、
市

民

の
代

弁

者

と

し

て
き
め
細

か
く
調
査

さ
れ
た

上

で

の
質

問

に
、
議

員

は

こ

う

で
な
け
れ
ば
と
感

じ
ま
し

た
。
ま
た
、
理
事
者
側

に
と

つ

て
も
非
常

に
厳

し

い
財
政
状

況

に
あ

る
中

で
の
予
算
配
分

に
苦
慮

さ
れ

て

い
る
こ
と
を

察
し
ま
し
た
。

特

に
感

じ

た

こ
と

は

、
市

民

の
生
命
を
守

っ
て

い
た
だ

く
国
民
健
康
保
険

の
運
営
状

況

に

つ
い
て
、
年

間

２
億

４

百
万
円
余
り

の
赤
字

に
よ
り

保
険
料

の
値
上
げ

が
検
討
さ

れ

て

い
る
よ
う

で
す

が

、
市

民

の
皆

さ

ん
も

「
自

分

の
健

康

は
自

分

で
守

る
」
と

い

っ

た

こ
と

を
念

頭

に
、
無

駄

な

医
療
費
を
使
わ
な

い
よ
う
心

掛

け

て

い
た

だ

く

こ
と

が
、

保
険
料

の
負
担
増
を
食

い
止

め

る
事

に

つ
な
が
る
も

の
と

思

い
ま
す
。

今

後

も

、
第

４
次

総
合

計

画

に
基
づ

い
た
未
来
あ

る
市

政
を
推
進

し

て

い
た
だ
く
よ

う
議
会
並
び

に
理
事
者

に
望

み
ま
す
。

ま

た

、
本
会

議

を
傍

聴

し

て
感

じ

た

こ
と

は
、
傍

聴

者

が
意
外

に
も
少
な

い
こ
と

で

す

。
昨
年

１０
月

に
議

会

基

本

条

例

が
制

定

さ

れ
、
一成
員
活

動
が
よ
り
活
発
化
さ
れ
よ
う

と

し

て

い
る
時

期

、
一
人

で

も
多
く

の
市
民
が
議
会
傍
聴

に
参

加

さ

れ
、
市

政

の
中
身

を
も

つ
と
知

る
こ
と
が
大
事

で
は
な

い
か
と
感

じ
ま

し
た
。

克 光 英 耕 由 活
美

昭 己 紀 昭 作 子 代


